



－ 『CEFR 増補版』 からの検証 o)－ 
 














ンの改良新版としての『セルバンテス協会のカリキュラムプラン』  (Plan Curricular del 















CEFR と PCIC の両方に準拠することが標準仕様となった。また、スペイン語の検定試験である
DELE は CEFR 以前には 3 レベルしか設定されていなかったが、PCIC 以降に段階的に
DELE の改革が実施され、最終的にDELE A1 からDELE C2までの 6レベルを持つ試験とし
て生まれ変わった 2)。 そして、2016 年には DELE と同じく CEFR と PCIC に準拠しながらも、
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ネットを活用したスコア制の国際検定試験 SIELE が新設された。DELE はスペインの教育・職
業訓練省が開発し、現在セルバンテス協会が運営を担当しているが、SIELE の開発にあたりセ
ルバンテス協会はスペインのサラマンカ大学に加えてメキシコの国立自治大学、アルゼンチンの



















 2.1． CEFR 増補版 
CEFR 増補版 pp．50－51 に 2001 年版からの変更点の一覧（表 5）が提示されている。その
中で顕著な変更と考えられているのがレベルの細分化(従来の 6 レベルから Pre A1, A1, A2, 






理解しづらいと評価されてきた 2001 年版と比較すると慣れ親しみやすい印象を読者に与える。 
CEFR 増補版における仲介能力は 2001 年版と同様で、コミュニケーション言語活動のひとつ
として位置づけられている。増補版 p.46 表 4 で受容的活動(Reception) (2001 年版－ 4.4.2), 
産出活動(Production)(2001 年版－4.4.1), 相互行為活動(Interaction)(2001 年版－4.4.3), 
仲介活動(Mediation) (2001 年版－4.4.4.)の順に列挙されている。 
受容的活動と産出活動はそれぞれ Spoken, Written に細分化され、相互行為活動は
Spoken, Written の他、オンラインでのやりとり（Online Interaction）が増補版で新たに設置さ
れた。オンラインでのやりとりについては「オンラインでの会話と議論」（Online conversation & 
discussion）と「目標を指向するオンラインのトランザクション（PCとのやりとり）とコラボレーション」
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Spoken, Written の他、オンラインでのやりとり（Online Interaction）が増補版で新たに設置さ
れた。オンラインでのやりとりについては「オンラインでの会話と議論」（Online conversation & 
discussion）と「目標を指向するオンラインのトランザクション（PCとのやりとり）とコラボレーション」
（Goal-oriented online transactions & collaboration）の二種類の例示的尺度がある。 
そして、仲介活動については、2001 年版では Spoken と Written に細分化されていたが例
示的能力記述文は提示されていなかった。しかし、CEFR 増補版において「テクストの仲介」
(Mediating a text), 「概念の仲介」(Mediating concepts), 「コミュニケーションの仲介」




ここまで述べた 2001 年版と増補版の変更点は増補版 p．46 の表 4 のまとめが参考になる。




  2.2.  仲介活動 




















    CEFR 増補版 p.32 図 2  受容的活動、産出活動、相互行為活動、仲介活動の関係 
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 増補版における仲介活動の下位区分は 2.1.で述べたように、2001 年版の「話し言葉」「書き言
葉」のみに大別されていたものが刷新され、 





方略」（Strategies to explain）a new concept）と「テクストを簡略化するストラテジー」
（Strategies to simplify a text）に二分割される 8）。 
 
 
















 3.1. テクストの仲介 




    1) 特定の情報を伝える（話し言葉で／書き言葉で） 
    2) グラフ、図、チャートなどでデータを説明する (話し言葉で／書き言葉で) 
    3） テクスト処理(話し言葉で／書き言葉で) 
    4) 書かれたテクストの翻訳(話し言葉で／書き言葉で) 
    5) 講義、セミナー、ミーティングなどでのノートテイキング  
    6) 文学作品を含む創作テクストへの個人的見解の披露 


















い。とりわけ、CEFR や PCIC に準拠しているスペインの教科書会社発行のテキストブックには、
行動中心主義やタスクワークによるアプローチを方針として生徒同士の活発な相互行為活動を






2）のデータ説明について CEFR 増補版では PowerPoint でのプレゼン利用も想定されてい
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CEFR 増補版では 2001 年版には存在しなかった手話の能力記述文が登場した。増補版にお
けるノートテイキングは特に手話と関連づけられているわけではないが、人間のコミュニケーショ
ンについて増補版が 2001 年版よりもその可能性を広く追い求めていることをうかがわせる。 
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概念の仲介活動として示されているのは以下の通りである。増補版 p.104 を参照。 
   
1) グループにおける協働 
      1－1． 仲間との協働的相互行為をファシリテートする 
      1－2． 意味を構築するために協力する 
2) グループワークの促進 
      2－1． 相互行為活動を管理する 
      2－2． 概念的な会話をするよう促す 



















第 12 章「異文化適応能力と受容態度」（Habilidades y actitudes interculturales）が比較的




め、現時点で CEFR 増補版と PCIC 第 12 章の両方の有効な活用方法についての具体的提案
はできないが、今後の研究課題のひとつとしたい。 
   
3.3.  コミュニケーションの仲介 
   コミュニケーションの仲介活動は以下の三つの活動に大別される。増補版 p.104 を参照。 
 
   1) 複文化空間をファシリテートする 
   2) インフォーマルな場(仲間内)で仲介者として行動する 
   3) デリケートな状況や意見が一致しない場でコミュニケーションを促す 
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A1 と C2.2.の能力記述文を例に挙げる 17)。 
 
Facilitating communication in delicate situations and disagreements 
A1   Can recognize when speakers disagree or when someone has a problem and can 
use memorised(sic) simple words and phrases (e.g. “I understand” “Are you okay?” to 
indicate sympathy.)  
C2.2. Can deal tactfully with a disruptive participant, framing any remarks 
diplomatically in relation to the situation and cultural perceptions.    
 






C2 レベルに相当するはずである。本稿 3.1.でプロの通訳者や翻訳者の能力を Above C2 レベ









































1) CEFR 日本語版 pp．7-8 を参照のこと。 
2) レベル見直し前は Básico / Intermedio / Superior の 3 レベルでそれぞれ現在の B1、B2, 
C2 に相当した。2009 年 5 月に A1 レベルが新設され、その後段階的に A2, C1 レベルも新
設された。 
3) セルバンテス文化センター東京の Web ページ「SIELE(スペイン語国際評価サービス）」を
参照のこと。 日本では実施会場が限られていることもあり、2019年度現在でも国内ELE教育




5)  CEFR 日本語版 p.7 を参照のこと。 
6） CEFR 日本語版 p.91 を参照のこと。 
7) Council of Europe (2017:32)を参照のこと。 
8) 参考文献として使用した Council of Europe (2017) の p.104 のこの表で示されている 2 つ目の 
  方略の名称では simplify と表記されているが説明文と照合し、誤植であると判断される。  
9)  Council of Europe (2017：47)を参照のこと。 
10) Council of Europe (2017：107)を参照のこと。 
11)  Council of Europe (2017：97)を参照のこと。 
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16) CEFR 日本語版 p.46 および 同書pp.48-49 の表5「言語使用の外的コンテクスト：能力記述
文のカテゴリー」を参照のこと。  
17)  Council of Europe (2017：125)より引用。ただし、A1 レベルと C2 の上位レベル(オリジナル版
は C2 レベルを二段に区切って能力記述文を記載しているだけで、C2.1 や C2.2.のような表記
はしていない。本稿における C2.2. という記載は筆者が便宜的に行ったものである。 
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